
川
端
康
成
は
舞
踊
に
関
心
を
持
つ
少
数
の
作
家
の一
人
で
あ
り 、
舞
姫
を

女
主
人
公
と
し
て
描
い
た
多
く
の
作
品
が
あ
る 。
彼
は
「

わ
が
舞
姫
の
記
L

（「
改
造」
昭
和
八
年一
月
号）
で
「

邦
踊
は
見
え
る
音
楽
で
あ
り 、
動
く

美
術
で
あ
り 、
肉
骰
で
歌
ふ
詩
で
あ
り 、
演
劇
の
精
華
で
あ
り

（
以
下
略）」

と
述
べ
て
い
る 。
川
端
に
と
っ
て
女
の
英
し
さ
は
探
踊
に
極
ま
る 。
舞
踊
に

よ
っ
て 、
採
姫
述
は
r

純
粋
の
肉
体」
を
表
す 。
美
を
追
求
す
る
川
姥
は
ど

の
よ
う
な
眼
で
舞
姫
の
姿
を
捕
ら
え
る
の
か 。
そ
の
舞
踊
観
を
通
じ
て 、
ど

の
よ
う
な
美
を
文
学
に
表
す
の
か 。

大
正
十
二
年
十
二
月 、
二
十
四
歳
の
川
端
は
「

藤
蔽
会」
で
見
た
水
谷
八

菰
子
の
踊
り
「

道
成
寺」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
評
論
し
て
い
る 。

(
riJ
略）
腐
が
舞
踊
者
に
乗
移
っ
た
の
は 、
何
時
で
あ
る
か 。
踊
つ
て

ゐ
る
動
作
そ
の
も
の
が
舞
踊
者
の
意
識
を
滴
た
し
て
来
た
時
で
あ
る 。

二
、

舞
踊
へ
の
関
心

一
、

は
じ
め
に

川
端
康
成
の
舞
踊
観

そ
の
時
に 、
人
格
的
内
容
自
身
が 、
直
に
身
恨
の
動
作
と
な
る 。（
中
略）

盤
論
者
の
云
ふ
「

氣
韻
生
勁」
の
第一
歩
で
あ
る 。
そ
れ
な
ら
ば 、
翡

術
家
の
創
造
作
用
に
拗
く
こ
の
腐
を
招
く
も
の
は 、
何
で
あ
る
か 。
そ

の一
っ
は 、
人
格
的
で 、
新
鮮
な
情
熱
に
輝
い
た 、
美
意
識
で
あ
る 。（
中

略）
水
谷
八
璽
子
氏
の
「

道
成
寺」
は 、
踊
が
進
む
に
つ
れ
て 、
よ
く

な
っ
た 。
踊
の
身
振
り
手
揺
り
そ
の
も
の
が 、
腐
を
招
い
た
も
の
の一

つ
で
あ
る 。
舞
踊
が
身
骰
の
運
動
な
ら
ば 、
文
藝
は
言
語
活
動
で
あ
る 。

ポ
オ
ド
ビ
ル
を
踊
る
オ
ペ
ラ
女
優
も 、
踊
り
が
激
し
く
な
る
と 、
靡
に

つ
か
れ
る
こ
と
が
あ
る 。

こ
の
よ
う
に
自
分
の
芸
術
観
を
r

逍
産
と
腐」
（「
時
事
新
報」
大
正
十
二

年
十
二
月
二
十
八 、
二
十
九
8
r

川
培
康
成
全
集」
第
三
十
巻

新
潮
社
昭

和
五
十
七
年
六
月
二
十
日
発
行 。
本
稲
の
引
用
は
す
べ
て
こ
の
版
本
に
よ
る

も
の）
に
論
じ
る 。
こ
こ
に 、
川
端
が
若
い
時
か
ら
舞
踊
に
対
し
て
興
味 、

関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
は
っ
き
り
示
さ
れ 、
芸
術
家
の
梢
熱
が
「

腐」

を
招
く
こ
と
へ
の
言
及
が
あ
る 。
晩
年
に
川
端
が
「

腐
界」
と
い
う
考
え
を

も
っ
た
原
点
が
こ
こ
に
窺
え
る
で
あ
ろ
う 。

張

月

環
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舞
踊
と
は
体
の
r
リ
ズ
ム」
に
伴
う
動
作
で
あ
る 。
「

純
枠
の
肉
体」
が

美
し
い
の
は
「
リ
ズ
ム」
に
よ
っ
て
そ
れ
が
刻
々
と
変
化
し
て
ゆ
く
か
ら
で

あ
る 。
「
リ
ズ
ム」
に
つ
い
て 、
A ．
ハ
ス
ケ
ル
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る 。

私
た
ち
の
惑
星 、
つ
ま
り
地
球
で
は 、
地
球
が
太
陽
の
周
り
を
回
り 、

月
が
地
球
の
周
り
を
回
る
こ
と
に
よ
っ
て 、
昼
と
夜
の
リ
ズ
ム 、
潮
の

満
ち
干
の
リ
ズ
ム
が
で
き
た 。
そ
の
後 、
植
物
が
現
れ
る
と 、
季
節
に

よ
っ
て 、
成
長
し
て
は
枯
れ
る
と
い
う
リ
ズ
ム
が
で
き
た 、
常
に
種
の

変
革
と
進
化
が
行
わ
れ
て
い
く
生
物
の
世
界
で
は 、
生
物
そ
の
も
の
が

生
き
て
い
く
た
め
に 、
リ
ズ
ム
に
乗
っ
た
心
臓
の
鼓
動 、
肺
の
呼
吸
が

必
要
だ
し 、
ま
た 、
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
泳
い
だ
り
走っ
た
り
飛
ん
だ
り

す
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た 。
(r
舞
踊
と
は
何
か」
r

舞
踊
の
歴
史』
p

.

7
t

8
)
 

宇
宙
の
万
物
に
は
す
べ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
「
リ
ズ
ム」
が
あ
る 。
r
リ
ズ
ム」

に
は一
定
の
法
則
に
従っ
た
進
行
が
あ
れ
ば 、
そ
れ
を
破
る
変
革
も
あ
る 。

四、

舞
踊
の
源
と
し
て
の
恋
心

「
研
究
家」
と
し
て
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
I
「

純
粋
の
肉
体」
を 、

烏
村
は
み
ず
か
ら
の
「

恋
心」
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
で
見
る
こ
と
が
で
き
た

と
言
え
る
の
で
は
な
い
か。

い
ず
れ
に
し
ろ 、
「

純
枠
の
肉
体」
と
し
て
の
舞
姫
達
は
川
端
の
小
説
に

と
っ
て
欠
か
せ
な
い
素
材
で
あ
り 、
彼
の
「

純
潔」
に
対
す
る
美
意
織
が
こ

こ
に
こ
め
ら
れ
て
い
る 。

舞
踊
に
は
舞
踊
の一
定
の
「
リ
ズ
ム」
が
あ
り 、
ま
た 、
そ
れ
は
変
化
に
よ
っ

て
進
行
し
て
ゆ
く 。
川
沿
は
舞
姫
述
に
ど
の
よ
う
な
r
リ
ズ
ム」
を
認
め
た

か 。
作
品
を
読
め
ば 、
舞
姫
の
「
リ
ズ
ム」
と
はー
つ
の
探
踊
を
突
き
動
か

す
肉
体
の
「
リ
ズ
ム」
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
鍔
姫
の
生
そ
の
も
の
を
深
く

揺
り
動
か
し
て
ゆ
く
「
リ
ズ
ム」
で
あ
り 、
そ
れ
は―
つ
の
大
き
く
悲
し
い

「
恋
心」
だ
と
言
え
よ
う 。
鐸
踊
の
有
形
の
美
を
現
出
し
て
ゆ
く
無
形
の
魂

で
あ
る 。
『

舞
姫
の
暦」
は
こ
の
よ
う
な
モ
チ
ー

フ
を
も
つ
鉗
踊
ス
ト
ー
リ
ー

で
あ
る 。

舞
踊
評
論
家
竹
友
が
田
舎
の
弓
子
の
天
分
を
見
抜
い
て 、
舞
踊
家
と
し
て

の
人
生
を
送
ら
せ
た
い
と
彼
女
を
連
れ
て
上
京
し
た 。
彼
女
は
東
京
の
恋
人

と
擦
れ
述
っ
て 、
倍
心
し
て
竹
友
が
用
意
し
た
ホ
テ
ル
に
戻
っ
た 。
一
方 、

恋
人
の
国
男
は
彼
女
に
会
い
に
ホ
テ
ル
ま
で
来
た
が 、
彼
女
に
会
え
ず 、
竹

友
に
会っ
た 。
竹
友
の
話
を
開
い
て 、
国
男
は
彼
女
の
舞
踊
の
人
生
の
た
め

に 、
彼
女
と
会
う
こ
と
を
放
棄
し 、
別
の
舞
踊
家
千
花
子
の
と
こ
ろ
に
介
抱

さ
れ
た 。
翌
日 、
天
才
舞
踊
家
甲
斐
駿
介
の
帰
朝
歓
迎
会
で
千
花
子
は
弓
子

と
出
会っ
て 、
弓
子
が
国
男
の
恋
人
だ
と
察
し 、
閉
会
後

彼女
の
知
恵
で
自

宅
で
弓
子
と
国
男
を
再
会
さ
せ
る 。
し
か
し
弓
子
と
国
男
は
そ
れ
か
ら一
緒

に
幸
せ
に
荘
ら
す
の
で
は
な
く 、
弓
子
は
竹
友
の
援
助
で
国
男
と
離
れ 、
舞

踊
を
習
い
始
め
る 。
翌
年
の
春 、
弓
子
は

甲斐
の
帰
朝
後
の
第一
回
の
発
表

会
で
初
舞
台
を
踏
み 、
輝
か
し
い
成
功
を
収
め
た 。
そ
の
結
果 、
甲
斐
は
弓

子
と
同
じ
師
匠
の
と
こ
ろ
へ 、
日
本
葬
踊
を
習
い
に
通
う 。
千
花
子
と
甲
斐

と
の
恋
愛
は
新
聞
の
噂
と
な
っ
て
い
た
が 、
甲
斐
の
本
心
は
む
し
ろ
弓
子
に
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向
い
て
い
た。
弓
子
は
甲
斐
に
惹
か
れ
る
よ
う
に
な
る
と、
却
っ
て
妻
を
持

つ
竹
友
の
愛
を
知
り、
結
局
故
郷
の
山
へ
逃
げ
て
帰
っ
た。
彼
女
に
と
っ
て

r
舞
台
に
立
つ
度
に、
開
え
て
来
る
の
は、
國
男
と一
緒
に
踊
っ
た、
山
の

秋
祭
の
太
鼓
で
あ
っ
た
か
ら」
だ
と、
『
舞
姫
の
暦』
の
作
者
は
結
め
括
っ

て
い
る。

登
場
人
物
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
恋
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ず、
た
だ
互
い
に

距
葉
を
囮
い
て

「恋
心」
を
持
ち
つ
つ
生
き
て
ゆ
く。
こ
れ
が
川
端
の
最
初

．
の
長
蘭
小
説
で
あ
り、

鐸
踊
に
捧
げ
る
命
は
「
恋
心」
そ
の
も
の
だ
と
告
げ

て
い
る
作
と
甘
え
よ
う。
r
恋`
心」
が
あ
っ
て
こ
そ、

費
踊
は
成
立
す
る
が、

し
か
し
恋
の

対象
は
殆
ど
〈

不在〉
（
恋・心
を
抱
く
者
の
間
に
距
陪
を
詮
く）

と
い
う
骰
定
が
な
さ
れ
る。
恋
が
成
立
す
れ
ば
そ
の
美
は
消
滅
す
る
の
で
あ

る。
そ
の
「
恋
心」
と
は、
作
者
川

端自
身
の
問
題
で
も
あ
っ
た。

川
端
が
二
十
三
歳
の
時
に、
十
六
歳
の
小
娘
に
恋
し
結
婚
さ
え
申
し
込
ん

だ
が、
僅
か一
ヶ
月
で
こ
の
緑
談
は
理
由
も
分
か
ら
ず
相
手
の
方
か
ら
破
談

に
さ
れ
て、
川
姐
は
ど
ん
底
に
落
ち
込
ん
で
し
ま
い、
長
い
時
間
を
経
て
も

こ
の
恋

愛事
件
が
心
に
長
く
尾
を
引
い
た。
し
か
し、
こ
れ
以
来、
そ
の
「
恋

心」
が
川
端
小
説
の
創
作
の
糧
に
な
る。
悲
し
く
美
し
い
r
恋
心」
で
あ
る。

彼
は
三
十
六
歳
の
時
こ
れ
に
つ
い
て
r
文
學
的
自
叙
停」
（「
新
潮」

昭
和
九

年
五
月）
で
こ
う
言
っ
て
い
る。

結婚
の
口
約
束
だ
け
は
し
た
も
の
の、
し
か
し
私
は
こ
の
娘
に
指一
本

燭
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た。
十
四
歳
の
少
女
の
「
伊
豆
の
踊
子」
も

似
た
も
の
で
あ
る。
そ
し
て、
そ
の

後今
に
到
つ
て
も
同
じ
で
あ
る。

（
中
略）
例
へ
ば
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
作
家
の
や
う
に
幸
福
な
理
想
を
持
た

ず、
子
供
も
な
く、
守
銭
奴
に
も
な
れ
ず、
名
整
の
空
し
さ
も
見
え
る

私
は、
患
心
が
何
よ
り
も
命
の
納
で
あ
る。
し
か
し、
患
愛
的
な
意
味

で
は、
い
ま
だ
に
女
の
手
を
握
っ
た
こ
と
も
な
い
や
う
な
氣
が
す
る。

こ
の
よ
う
に
こ
の
娘
と
の
恋
愛
事
件
は、
川
端
の
生
涯
の
大
き
な
転
機
と

な
り、
そ
の
「
恋
心」
が
川
端
文
学
を
生
み
出
す
母
体
に
な
っ
た
わ
け
で
あ

る。
r
恋
心」
に
つ
い
て
長
谷
川
泉
は
「
川
端
駁
成
入
門」
で
次
の
解
釈
を

す
る。孤

児
の
哀
し
み
の
な
か
に
培
わ
れ
た
純
枠
な
も
の、
英
し
い
も
の、
心

あ
た
た
か
な
も
の、
い
の
ち
あ
ふ
れ
る
も
の
を
憧
恢
し
凝
視
す
る
姿
勢

が、
川
端
的
な
も
の
の
本
質
で
あ
る。
そ
れ
を
恋
心
と
呼
ぷ
な
ら
ば、

恋
心
と
呼
ん
で
も
よ
い。
そ
れ
を

恋心
と
呼
ぶ
な
ら
ば、
恋
心
は
川
端

文
学
の
命
の
絹
で
あ
る。
(r
川
沿
康
成
論
考』
明
治
書
院
平
成
三
年

十一
月
三
十
日
発
行
p
13)

川
端
の
「
恋
心」
は
孤
児
で
あ
っ
た
視
点
か
ら
物
事
を
憧
憬、
凝
視
す
る

姿
勢
に
発
し
て
い
る。

そ
も
そ
も
芸
術
家
に
と
っ
て、
「
恋・
ざ
と
呼
ぶ
べ
き
原
動
力
が
な
い
と、

作
品
を
生
み
出
す
の
は
難
し
い
で
あ
ろ
う。

け
れ
ど
も
川
端
の
「
恋
心」
は、

そ
の
生
い
立
ち
か
ら
し
て
消
極
的
な
面
が
あ
っ
た。
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
悩

ま
さ
れ、

自
己
防
衛
の
意
設
が
余
り
に
強
く、
そ
し
て
自
分
の
内
面
に
逃
避

し
て
し
ま
う
領
向
に
あ
っ
た。
し
か
し、
そ
れ
が
逆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り、

追
跡
と
い
う

行動
に
よ
っ
て、

必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
何
か
出
来
事
が
起
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．
常
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が、
舞
踊
に
詳
し
く、
し
ば
し
ば
バ
レ
エ

に
伴
う
肉
体
の
動
き
に
つ
い
て
著
害
を
表
わ
し
て
い
る。
医
学
者
石
福
恒
雄

は
そ
の
著
作
r
舞
踊
の
歴
史』
で
次
の
よ
う
に
述
ぺ
て
い
る。

原
始
民
族
の
間
で
は
舞
踊
が
人
生
の
あ
ら
ゆ
る
重
要
な
瞬
間
に
踊
ら
れ、

彼
ら
に
は
舞
踊
は
食
物
や
空
気
に
も
ま
し
て
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た。

現
在
の
わ
れ
わ
れ
か
ら
み
る
と

抗踊
は
た
し
か
に
非
日
常
的
な
も
の
で

あ
っ
た
が、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
意
味
で
彼
ら
に
と
っ
て
鐸
踊
が
非
日

常
的
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い。
(r
舞
踊
の
歴
史』
石
福
恒
雄
著

紀

伊
国
屋
笹
店
一
九
七
囮
年
十
月――-
+
-

B
第一
刷
発
行
p
13)

鐸
踊
は
私
達
の
人
間
の
存
在
の
本
質
に
属
す
る。
そ
し
て
そ
れ
は
時
の
流

れ、
人
の
逃
命
の
波
に
よ
っ
て、
変
化
す
る。
川
端
が
描
い
た
舞
踊
は、
神

と
悪
邸
の
宿
る
肉
体
と
し
て
の
r
純
粋
の
肉
体」
の
美
の
追
求
で
あ
る。

注

ハ
ス
ケ
ル
Haske~I,
A
rnold
 Lionel!
―
九
0
三
年ロ
ン
ド
ン
生
ま
れ。

イ
ギ
リ
ス
の
鐸
踊
家
を
す
ぐっ
て
新
作
を
発
表
し
た
り、
新
人
の
育
成
に
当
た
っ

た
り
し
た。(r
世
界
人
名
辞
典
西
洋
編』（
東
京
堂
昭
和
四
十
六
年
＋
月
初
版〕

よ
り）

こ
の
論
文
を
杏
く
に
当
たっ
て、
赤
羽
学
先
生
の
ご
指
導
を
戴い
た。
記
し
て
甜

意
に
代
え
る。

（
ち
ょ
う

げ
つ

か
ん

安
田
女
子
大
学
大
学
院
院
生
日
本
語
学
日
本
文
学
博
士
後
期
課
程）

研
究
室
受
贈
図
書
雑
誌
目
録
因

十
文
字
国
文
（
＋
文
字
学
団
女
子
短
期
大
学
国
語
国
文
学
会）
五

淑
徳
国
文
（
愛
知
淑
徳
短
期
大
学
国
文
学
会）
四
〇

淑
徳
文
芸
（
愛
知
淑
徳
短
期
大
学
文
芸
学
会）
―
二

樟
蔭
国
文
学
（
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会）
三
六

樟
蔭
女
子
短
期
大
学
紀
要
文
化
研
究
（
樟
蔭
女
子
短
期
大
学
学
会）
一
三

上
越
教
育
大
学
国
語
研
究
（
上
越
教
育
大
学
国
語
教
脊
学
会）
一
三

尚
絹
大
学
研
究
紀
要
（
尚
絹
学
園
尚
絹
大
学）
ニ
ニ

上
智
大
学
国
文
学
科
紀
要
（
上
智
大
学
同
文
学
科）
一
六

上
智
大
学
国
文
学
論
集
（
上
智
大
学
国
文
学
会）
三
二

湘
南
短
期
大
学
紀
要
（
湘
南
短
期
大
学）
一
0

湘
南
文
学
（
神
奈
川
歯
科
大
学・
湘
南
短
期
大
学）
ー
ニ

抄
物
の
研
究
（
抄
物
研
究
会）
九

昭
和
女
子
大
学
大
学
院
日
本
文
学
紀
要
（
昭
和
女
子
大
学
大
学
院）
一
〇

女
子
大
国
文
（
京
都
女
子
大
学
国
文
学
会）
ー
ニ
五

女
子
大
文
学
国
文
窟
（
大
阪
女
子
大
学
国
文
学
科）
五
0
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